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1. はじめに 

本研究では，人間に似たキャラクター性と 2 次元みのあ

るキャラクター性のどちらと対話した場合，話者が自己開

示しやすいかを評価する．近年はストレス社会と言われて

いる．メンタルヘルスを維持することが困難である人が増

加しており，社会問題となっている．2022 年の厚労省の調

査によると，仕事や職業生活に関することで強い不安，悩

み，ストレスを感じている労働者の割合は，2021年は 53．

3％であり，半数を超えている[1]．そこで，ストレス発散

の手法の一つとして本研究では自己開示に着目した．川久

保ら[2]は適切な自己開示は対人ストレッサーの頻度を低減

させると主張している．本研究では，実際の人間ではなく

気軽に話せる人工知能に自己開示をすることで，現代人の

メンタルヘルス向上・維持に貢献できると考えた．そのた

めの仮説として，大規模言語モデル GPT-3.5 にキャラクタ

ー付けを施すことで自己開示がしやすくなると仮定し実験

を行う．これにより，どのようなキャラクターの対話シス

テムと話すのが話者にとって最も好印象かを評価した． 

2. 自己開示について 

本研究では，ユーザが自己開示しやすい対話エージェン

トの特徴について検討していく．まずは，自己開示の機能，

botと自己開示に関係する研究を見ていく． 

2.1 自己開示の定義と機能 

安藤[3]は自己開示を「特定の他者に対して，言語を介し

て意図的に伝達される自分自身に関する情報，およびその

伝達行為」と定義している．また，安藤[3]は自己開示の機

能は「感情表出」「自己明確化」「社会的妥当化」「報酬

機能」「社会的コントロール」「親密度・プライバシーの

調整」の 6つが挙げられると主張しており，前半 3つは個

人において重要な役割を果たす機能であり，後半 3 つは対

人関係において重要な役割を果たしているものと考えられ

ると主張している．「感情表出」は患者が自分自身の問題

や葛藤の中心となっている思考・感情をあらわにするとい

う心理療法の目標の一つを担っている[3]．また，「社会的

妥当性」は他社に自分の能力や意見の妥当性を評価しても

らうという欲求から，自己開示を行うことで他社からのフ

ィードバックを促進し自己概念を安定させる役割も果たし

ている[3]． 

自己開示とストレスの関係について，丸山ら[4]は自己開

示を通じてのストレスの低減は，自己開示そのものによる

カタスシス機能と，自己開示を受ける他者からのフィード

バックによるものとがあり，それぞれ異なったストレスの

側面に働き替え低減する効果を持っていると主張している．

一方で，自己開示の拒否反応について片山[5]は拒否的な内

容の自己開示の抑制は，他者との関係における自分の印象

を管理する意味合いを持つだけでなく，自分自身への悪影

響を防ぐ目的があるとしている．すなわち，否定的な内容

の自己開示は対人関係の距離感に敏感であるため，他者に

悪く見られないために自己開示を抑制してしまう面が見受

けられると考えられる． 

これらの研究結果をまとめると，他人に自己開示をする

ことは自身の悩みに根本的に気づくことができるため，ス

トレス低減につながる効果がある一方で，否定的な内容を

他人に自己開示をすると相手との関係性を気にしてしまい，

拒否感を感じてしまうことがわかる．この対人関係におい

て発生してしまうデメリットを人間でない人工知能と対話

することで排除できると考え，技術の進化と共に今後人工

知能との対話システムの需要が増えていくと考えられる． 

2.2 botへの自己開示について 

botに自己開示を行った場合について，Annabellら[6]の研

究によると，チャット bot に対して自己開示を行うことは

人間に対して開示する場合と同じくらい有益なものだった

と示している．また，Yi-Chieh Leeら [7]の研究によると，

自己開示度の高い bot と対話した場合，ユーザは多くの感

情を自己開示したと主張している．安田ら[8]の研究では，

ユーザとチャットボットが日常的な対話を行うことで，心

理的障壁が薄れユーザが悩みを自己開示すると仮定し，日

常的な対話によって心理的障壁を下げ，ユーザの悩みを抽

出またはメンタル状態を推定しカウンセリング誘導へと誘

導するチャットボットを作成している．また，日常会話か

らライフログを収集しメンタル状態を推定するタスクであ

る lifelogging の中で，集めたい情報を抽出する作業にて

GPT-3 を使用している[8]．これらの研究結果から，bot と

の自己開示は人間に行う場合と同程度のメリットが得られ

るほか，自己開示をする bot はユーザの自己開示を促進さ

せるということがわかる．よって，bot への自己開示は 2.1

にて主張した内容と合わせると，人間に打ち明ける場合は

受け手への印象を考えて自己開示を抑制してしまうという

デメリットを排除しながらも自己開示の恩恵が得られると

考えられる． 

3. 提案手法 

本研究ではGPT-3.5を用いて作成した botを 3つ作成し，

各々にキャラクター性を施すプロンプトを設定する．2 つ

の仮説として， 「LLM が生成した架空の自己開示でも効
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果がある」，「人間設定のエージェントと 2 次元みのある

キャラクターではどちらが開示しやすいかを比較した場合，

後者の方が自己開示しやすい」と仮定し，比較実験を行う． 

比較する性格の対象として，「①共感的で優しい女性」

「②自己開示をする共感的で優しい女性」「③自己開示を

する共感的な動物キャラ」の設定を施す．①には共感を示

すように振る舞うように設定し，②③には自己開示用の経

験をプロンプトに設定する．さらに，③で使用する動物キ

ャラをハリネズミとし，語尾に「～なの」がつくように口

調を設定する． また，加藤ら[8]の研究より，あらかじめ

話すテーマを設定し，それについて対話した方が会話中の

自己開示の成分が多くなるため，本研究でも同様にあらか

じめ 3 つの会話テーマを用意した．そして会話テーマに沿

った自己の架空の経験を各 bot に設定することにした．各

会話テーマは，bot①は「最近熱中しているもの」，bot②

は「思い入れのある旅行について」，bot③は「自分が行っ

ているリラックスする方法やストレス解消法について」を

設定している． 図 1，2は実際に bot③に性格設定をしたプ

ロンプト例と実際に生成した対話例である．まず，bot に

口調や性格に関する制約条件を施す．次に，自己開示用に

今回の話題テーマである「自分が行っているリラックスす

る方法やストレス解消法について」に関する自己の経験を

追加する．その後対話例を与え，制約条件や自己の経験か

ら生成する文章の具体例を botに提示する．最後に botの行

動指針として，お題のテーマについて話し合うこと，自己

開示を行うこと，生成する文章の文字数制などを設定する．

文字数制限を設定する理由としては，ユーザとの対話のリ

ズムが重くならないように適度な文章量で bot が返答する

のが目的である．また，図 2 の生成した対話例は見やすく

するために手動で改行を入れている. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 実験計画 

ユーザには提案手法にて提示した各 bot と 3 分間対話し

てもらう．その後，各 bot へ自己開示をしたか否かと好感

度測定するためにアンケートを行う． 評価項目は以下の通

りである. 

⚫ 各 bot対話後に評価する項目 

➢ 「自己開示は出来たか」（1~7段階評価） 

➢ 「否定的な内容の自己開示を行ったか」（1~7

段階評価） 

➢ 「botの発話で好印象を受けるものはあったか,

あれば発話内容を記述」（自由記述） 

➢ （②③のみ）「bot が自己開示しているように

感じたか」（1~7段階評価） 

⚫ 全 3つの botとの対話終了後に評価する項目 

➢ 「対話していて最も好感的な botはどれか，ま

たその理由は」（選択と自由記述） 

➢ 「長期的に話してみたい botはどれか，またそ

の理由は」（選択と自由記述） 

➢ 「システムの気になる点，不明点について」

（自由記述） 

1~7段階評価のうち，1が「悪い・低い」評価であり数字が

大きくなるにつれ「良い・高い」評価になり 7 を最高評価

とする． 

また，UIは以下の図 3を想定している．図 3はモックア

ップのため実装は今後の課題である．アイコンの設置は具

体的なキャラクターをイメージさせることで，そのキャラ

クターと対話しているとユーザに思わせる狙いがある．ま

た， 対話ログを設置し対話の振り返りが可能になることで，

評価項目「自己開示は出来たか」「bot の発話で好印象を

受けるものはあったか」等を記述しやすくなる設計となっ

ている． 

 

 

5. まとめと今後の課題 

本研究では，社会問題となっているメンタルヘルスの維

持を自己開示と人工知能を用いて貢献するために，効果的

な対話エージェントのキャラクター性を検討している．そ

の仮説として， 「LLM が生成した架空の自己開示でも効

図 2 生成した bot③との対話例 

図 3 UIのモックアップ 

図 1 bot③のプロンプト例 

FIT2023（第 22 回情報科学技術フォーラム）

Copyright © 2023 by
The Institute of Electronics, Information and Communication Engineers and
Information Processing Society of Japan All rights reserved.

 312

第3分冊



果がある」，「 人間設定のエージェントと 2次元みのある

キャラクターではどちらが開示しやすいかを比較した場合，

後者との対話の方が自己開示しやすい」と予想している．

今後は先述した実験計画を実行し，どのような特性を持っ

た bot に自己開示しやすいかを実験し，考察する予定であ

る． 

 また今後の展望について，今回の実験では 2次元みのあ

るキャラクターに動物のキャラクターとしてハリネズミを

採用したが，ユーザの全員がハリネズミを好きとは限らな

い． よって，複数の動物キャラクターを用意し，事前にユ

ーザに合わせた動物キャラとの相性診断を行う必要がある．

具体的な手法として，まず動物のキャラクターを複数用意

する．各動物キャラクターの性格は，「犬なら元気」「猫

ならクール」など各動物のステレオタイプを反映させる．

そして，BigFive やエゴグラムを使用して事前にユーザの

性格を診断し，複数の動物キャラクターの中からとユーザ

の性格と相性の良いキャラクターをマッチングさせたいと

考えている． 
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